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表１：各条件に応じて得られた浮上力 F [mN] の値 
 
22.5 25.5 
100 -0.585 1.230 
150 -0.247 4.968 





x = 25.5 では正（上向き）の力，x = 22.5 では負（下向き）の力が大きくなっており，
コイルの中心に向かう力が得られていることが確認できた．この力によって，超電導リ
ニアは一定の高さで安定して浮上走行が可能である． 































磁石位置 x [mm] 
図 10：回転速度による浮上力の変化 
 
回転速度 v [rpm] 
